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担当 生涯学習総務課

拡充 ①

②

　

③

拡充 ④

⑤

拡充 ①

②

③

拡充 ④

⑤

主な事業費 ① イベント企画運営委託料

② 図書コミュニティ施設運営事業補助金

③ 計画策定委託料（旧永井家耐震補強計画策定業務）

調査等委託料（市内遺跡発掘調査業務）

④ 事業・業務委託料

　（デジタルミュージアム表示変更作業　　　　　　　    　1,100千円）

⑤ 施設等管理委託料

主な特定財源 ③ 文化財保存事業費補助金（国1/2）

埋蔵文化財調査事業費補助金（国1/2）

文化財保存事業費補助金（都1/4）

埋蔵文化財調査事業費補助金（都1/4）

2,000千円

1,101千円

3,984千円

1,700千円

809千円

2,202千円

国の重要文化財である旧永井家住宅の耐震対策実施に向けて、2025年度に実施した耐
震基礎診断の結果に基づき、耐震補強計画を策定します。また、開発等の工事により破
損の恐れのある埋蔵文化財の保護及び記録保存のため、試掘調査等を実施します。

掲載内容を充実させるため、「町田デジタルミュージアム」のトップ画面の構成をリニュー
アルし、詳細な調査等が完了した資料を順次追加します。

考古資料室の適切な維持管理を行い、地域のイベント等にあわせた特別開室や、収蔵資
料を活用した出張歴史授業・出張展示等のアウトリーチ事業を行います。

18,294千円

4,378千円

町田市の歴史や文化を後世に伝えていくため、町田市固有の文化財の保護や維持・管
理、公開を行います。

市民が郷土への理解や愛着を深められるよう、考古・歴史・民俗資料を一体的に活用し、
町田市の歴史や文化を学ぶことができる機会の充実を図ります。

○2026年度の取り組み

忠生第三小学校及び図師小学校で2025年度に運用開始した予約システム及びスマート
ロックの試行を継続するとともに、学校施設を活用したイベントを地域団体と実施します。

一般社団法人つるかわ図書コミュニティ施設運営協議会による「つるぼん」の運営を支援
するため、運営費を補助します。

2025年度 45,645 9,658 4,849 0 650 30,488

2026年度 57,670 4,202 2,121 0

1,000千円

　（デジタルコンテンツ作成業務 　　　　　　　　　　　    　　600千円）

400千円

616

社会教育総務費

予算額 国庫支出金 都支出金 市債 その他 一般財源

町田市考古資料室において、市内で出土した考古資料の収蔵・管理や展示を行います。

50,731

○事業の内容

「地域活用型学校」の実現に向け、学校施設の利用に予約システム及びスマートロックを
導入し、利用する方の利便性や施設のセキュリティ向上を図ります。一部の学校において
試行し、順次導入校を拡大します。

閉館した図書館を活用し、学びを通じた、市民同士の「つながり」や主体的な「かかわり」
を作り出す「学びを通じた地域コミュニティの場」づくりに取り組みます。
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担当 生涯学習総務課

①

②

　

③

①

②

③

主な事業費 ① 施設等管理委託料（総合管理業務）

印刷製本費（ポスター、チラシ、パネル） 527千円

作成委託料（企画展解説冊子等） 462千円

② 史料調査員謝礼 759千円

作成委託料（中性紙封筒、保存箱） 403千円

印刷製本費（資料集） 289千円

③ 講師謝礼 336千円

主な特定財源 ② 図書等販売代

③ 講習会等参加費 338千円

自由民権資料館が所蔵する重要史料群の整理を行います。また、市民との共同事業の
成果である資料集「村野日誌4」を刊行するとともに、自由民権資料館紀要のデジタル版
を作成します。

考古、民俗、歴史資料を活用した「まち歴講座」として、企画展にちなんだ講座やフィール
ドワークを実施するとともに、地域のイベントに出店して考古資料のPRなどを行います。ま
た、町田の歴史を学ぶ動画等を活用し、小・中学校向け出張歴史授業を実施します。

2,726千円

200千円

○事業の内容

自由民権資料館において、町田の歴史と自由民権運動を紹介する常設展・企画展を開
催します。また、三輪の森ビジターセンター内郷土資料展示室において、民俗資料を紹介
します。

町田の歴史及び自由民権運動に関する資料を収集し、整理・保存します。

市民が町田の歴史を学ぶことができる「まち歴講座」や、市内小・中学校において町田の
歴史を紹介する出張歴史授業を実施します。

○2026年度の取り組み

自由民権資料館の企画展「（仮）自由民権家の家族史 石阪昌孝の子どもたち 美那・公
歴・登志」を開催し、近代化・西洋化に関心を示し自由民権運動に奔走した民権家は、ど
のような家庭環境にいたのかを紹介します。展示では、重要史料群として整理を進めてい
る野津田の河井家、小川の細野家、相原の青木家の史料なども活用します。

19,656

2025年度 21,978 0 0 0 577 21,401

2026年度 20,234 0 0 0 578

自由民権資料館費

予算額 国庫支出金 都支出金 市債 その他 一般財源
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